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ヒントとコツ

入力ソースをラインレベル機材からモジュラーレベルのソースに切り替える際、またはその逆の場合もオート・レベリングの施行をお忘れなく。
録音中にRECボタンを抑えながらShiftボタンを押してMorphageneに入力ソースの”リスニング”を持続させることも可能です。

Morphageneは常に各パネル・コントロール及びCV入力に応じてサウンドが変調されます。新たなSpliceへ録音の変調が完了したら
7ページの”初期設定”を参考に、新たな録音に備えてMorphageneを変調なしの1/1ループ再生状態に設定しましょう。

Morphageneにおける録音と再生機能はそれぞれ独立した機構です。言い換えれば録音済み素材にだけ影響する変調とは関係なく録音は
常に一定の速度と進行方向で施行されます。したがって録音済み素材へのあらゆる可聴変調は保存され、ライヴサウンド録音には一切影響を
与えません。聴こえるものがそのまま形になります。

Morphコントロールはループ尺(反時計回りの設定はひとつのGene/Spliceから毎に無音の隙間が発生します)やEOSG出力トリガーの
周期(Morphを高く設定すれば多くのGeneが重なり、より頻繁にトリガーが出力されます)等のサウンド特性に影響します。

Reel選択中もOrganize CV入力は有効です。よってReelモード中はREC,Splice,Shift,Organizeへのシグナル・パッチを取り除くのが
最良でしょう。

Shift入力へクロックをパッチして変調中、Shiftボタンを抑えるとその間のクロック及び変調を手動で一時停止させられます。

タイム・ラグ・アキュムレーションを行う際にVari-Speedを正方向再生速度1/1以下に設定した場合は結果としてシグナル損失が
発生します。

録音同期: 録音プロセス中にCLK入力へクロックをパッチすることでRECボタンによる録音開始/停止のタイミングを外部クロックに
同期させられます。RECボタンを押すと点滅し、録音を開始するために次のクロック周期を待機していることを表示します。
クロックを受信すると手順は完了し、録音が開始されると共にRECボタンは点灯し、停止した際に消灯します。

Spliceの組み合わせによる新たなSplice作成: 新たなSpliceへ録音を行う際に全てのS.O.S.やVari-Speedその他のパネル・コントロール
による録音物への可聴変調操作は作成した新たなSpliceへ影響します。つまり新たなSpliceへの録音中にOrganizeパネル・コントロールを
用いて異なる録音済みSpliceへ移動することで各Spliceオーディオの組み合わせで新たなSpliceを作成できます。録音完了後、組み合わせに
使用したSpliceを消去することも可能です。(8ページのボタン・コンビネーションを参照)

Reelコピー: SDカードをマウントするとMorphageneは選択中Reelデータをカードにコピーします。この働きを利用すればカード間の
Reelコピーが可能です。SDカードをマウントし、コピーしたいReelをロードします。Shiftボタンが消灯するのを待ってからSDカードを
引き抜きます。新たなSDカードを差し込んでShiftを押してマウントします。ロード済みReelが新たなSDカード内にコピーされます。
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MG137変更ログ

新しいファームウェアはこちらからダウンロードできます。 http://makenoisemusic.com/manuals/mg137_firmware.zip

1. 遅い変調速度によるVari-Speed反応の向上。

2. ソフトウェア.wavファイルフォーマットとSDカード・ファイルフォーマットの互換性の向上。

3. 各Reelの最大録音時間を倍に。メモリー・パフォーマンスのアップグレードにより録音時間を1.45分から2.9分までに拡張。
48kHz/32ビットのオーディオ品質は変わりありません。

1分以上のSpliceを使用する場合、Slideパラメーターは膨大な量の素材をスキャンします。
つまり長いSpliceほどSlideによって再生位置を辿るのに時間がかかるということです。
テープ機器で正方向と逆方向を折り返しながら任意の箇所を探すのを想像してみてください。
楽をしたい？ダメです。MGのスキャニングはすでに可能な限り高速です。
新ファームウェアによる録音時間の拡張はこのスキャン動作をより大変にします。

最大2.9分のReelを使用する場合の読み込みまたは書き込み時間も長くかかります。例えば2.9分Reel内の途中にある5秒ほどの
Spliceを消去するとします。MGは2.9分Reel全てを書き込み直すので以前よりも倍の時間を要します。
こういった動作中はやっかい事を増やさないことをお薦めします。つまりShiftボタンの点滅中はSDカードへの更なるコマンドを
加えないことが最良です。グラニュラー・プロセシシングにおこなう際には各Spliceを10秒以下に収めることを推奨します。

では何故2.9分の録音時間に拡張したのか？はい、拡張によってより多くのSpliceが各Reelに保管可能になり、あなたのシステムで
構築したパッチをより長い時間録音し、後にDAW上でアレンジすることが容易になります。また新たな可能性として短いSplice
(例えば10秒程度)の変調パッチをSDカードに集積してからDAW上で一つの大きな形にまとめあげることもできます。

4. 各Reel内最大Splice数を300に増大。
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